
Ⅰ 緒 言

Fisher 症候群は急性発症の全外眼筋麻痺，躯幹失調，

腱反射消失を三主徴とする症候群である1)
．本症候群に

視神経障害を合併した報告はまれである2)〜11)
．今回，躯

幹失調と両眼の視力低下で発症し，腱反射消失，全外眼

筋麻痺が出現したため Fisher 症候群が疑われ，血清中

の IgG 抗 GQ1b 抗体と抗 GT1a 抗体が高値を示した症

例を経験したので報告する．

Ⅱ 症 例

症例：78 歳フランス人男性．

主訴：ふらつきと両眼視力低下．

現病歴：2004 年 12 月 29 日にふらつきが出現し，翌

日から嘔気，嘔吐，下痢を伴い，腸炎の診断で近医に入

院となった．2005 年 1 月 1 日から両眼視力低下を自覚

し，1 月 3 日に日本大学板橋病院(以下，当院)眼科初診

となった．
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Fisher syndrome with optic neuropathy has been

rarely reported. We report a 78-year-old Frenchman

with Fisher syndrome. The patient complained of

dizziness and bilateral blurred vision. His corrected

visual acuity was 0.03 in the right eye, and 0.02 in the

left eye. Deep tendon reflexes were absent. A few

days later, bilateral complete external ophthalmo-

plegia appeared. Both pupils were dilated and

pupillary reflexes were absent. Serum anti-GQ1b

antibodies and anti-GT1a antibodies were detected.

After intravenous immunoglobulin treatments, all

neurological symptoms including optic neuropathy

and external ophthalmoplegia disappered except for

pupillary dilatation associated with light-near dissoci-

ation. Tonic pupil indicated disorder of the periphe-

ral nervous system.

Conclusion：Fisher syndrome may complicate

optic neuropathy.

Nippon Ganka Gakkai Zasshi(J Jpn Ophthalmol Soc

112：801―805, 2008)
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Abstract

Fisher Syndrome with Optic Neuropathy

目 的：視神経障害を合併した Fisher症候群を経験

したので報告する．

症 例：78歳フランス人男性．ふらつきと両眼視力

低下で発症し，四肢腱反射消失がみられた．数日後に両

眼対称性の全外眼筋麻痺が出現し，Fisher症候群と診

断した．瞳孔は散大し，絶対性瞳孔強直を示した．血清

中 IgG抗 GQ1b抗体と抗 GT1a抗体が陽性であった．

免疫グロブリン静注療法後，視神経障害と眼球運動障害

は改善したが瞳孔散大は残存し，瞳孔緊張症へ変化し

た．瞳孔緊張症を示したことは Fisher症候群が末梢性

の障害であることを示唆すると考える．

結 論：Fisher症候群でも視神経障害を合併するこ

とが確認された．(日眼会誌 112：801―805，2008)

キーワード：Fisher症候群，視神経障害，瞳孔緊張症，

抗 GQ1b抗体，抗 GT1a抗体
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要 約

視神経障害を合併したFisher 症候群



家族歴：特記すべきことなし．

既往歴：2002 年に両眼白内障手術施行．

初診時所見：視力は右眼 0.03(矯正不能)，左眼 0.02

(矯正不能)．眼位，眼球運動は異常なし．瞳孔径は両眼

5 mmと散瞳し，対光反射，近見反射とも消失しており

瞳孔強直の状態であった．前眼部に異常なく，両眼とも

眼内レンズが挿入されており，左眼には軽度の後発白内

障がみられた．眼底には特に異常はみられなかった．視

野検査は体調不良のため施行不可能であった．神経学的

所見は，起立歩行不可や徒手筋力試験で 4と軽度の顔面

筋力低下，四肢腱反射消失がみられた．

臨床検査所見：血沈が 1 時間値 37 mm と軽度上昇し

／ていた．髄液検査では圧は正常，細胞が 7／mm3(単核

球：多核球＝19：2)と軽度の細胞数増多がみられた．蛋

／ ／白質濃度は 22 mg／dl，糖は 65 mg／dl と正常であった．

放射線学的所見：異常なし．

治療および経過：当院神経内科に入院し，1 月 3 日か

らコハク酸メチルプレドニゾロンナトリウム 1,000 mg

点滴を 3日間行った．1 月 5 日から徒手筋力試験で 4と

軽度の四肢筋力低下が出現したため，1 月 6日から免疫

グロブリン静注療法(乾燥スルホ化ヒト免疫グロブリン

／27.5 g／日，5 日間)を開始し，副腎皮質ステロイド薬は

漸減した(プレドニゾロン換算で全 4,145 mg)．1 月 7

日には，両眼対称性の全外眼筋麻痺が出現した(図 1)．

腱反射消失や躯幹失調などの全身症状と合わせてFisher

症候群と診断した．喀痰や便の培養結果は陰性であっ
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図 1 1月 7日の眼球運動写真．

両眼対称性で水平方向に完全で，垂直方向に中等度の全外眼筋麻痺が認められる．
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図 2 経過．



た．血清中 IgG 抗 GQ1b 抗体と抗 GT1a 抗体が高値を

示した．

経過を図 2 に示す．眼球運動制限は，発症から約 1 か

月後に，まず上下転，次に内転が回復し始め，3 か月後

に外転制限も消失した．視力も右眼(1.2)，左眼(1.2)と

回復したが，軽度の視神経萎縮となった(図 3)．Gold-

mann 視野検査では異常は検出されなかった．躯幹失

調，四肢筋力低下，顔面筋力低下などの神経学的所見も

軽快した．しかし瞳孔は，発症から 7か月後でも両眼 5

mmと散瞳し，対光反射も消失したままであったが，近

見反射は認められ tonic な反応を示しており，瞳孔緊張

症の状態であった．また，0.125％ピロカルピン点眼試

験で両眼とも瞳孔径が 2.5 mmに縮瞳し，過敏性獲得が

みられた．

Ⅲ 考 按

Fisher 症候群は急性に発症する全外眼筋麻痺，躯幹

失調，腱反射消失を示す症候群である1)
．本症例はこれ

らの症状をすべて満たすことから，両眼の視神経障害を

伴った Fisher 症候群が考えられる．鑑別すべき疾患と

しては，両眼の視力障害と 78 歳という年齢から側頭動

脈炎があるが，血沈が軽度の上昇であることからは否定

的である．その他，多発性硬化症も鑑別しなければなら

ないが，初発年齢としては高齢であることや，髄液検

査，放射線学的所見がほぼ正常であることからやはり否

定的である．

本症例の特徴として，視神経障害を合併した点があげ

られる．眼科初診時には右 0.03，左 0.02 と高度な視力

低下を示していた．Fisher 症候群で視神経障害を来し

た報告はまれである2)〜11)
．また，類縁疾患と考えられて

いる Guillain-Barré症候群でも視神経障害を合併した報

告はまれである12)〜14)
．これらの報告では両眼発症例が

多く，発症時視力は光覚弁なしから 0.7 まで差があっ

た．眼底所見は，乳頭浮腫を示した症例，視神経萎縮を

呈した症例，異常なしの症例などさまざまであった．経

過に関しては，視力が回復した症例が多かった．本症例

では球後痛は伴わなかったが，視力が 1.2 に回復した後

に視神経乳頭が軽度の蒼白を示したことから，球後視神

経炎と考えられる．Fisher 症候群では複視のため視力

低下が見過ごされる可能性があり，視機能の精査が必要

である．

近年，Fisher 症候群で血清中の抗ガングリオシド抗

体が高値を示すことが知られている15)〜17)
．本症例でも，

血清中 IgG 抗 GQ1b 抗体と抗 GT1a 抗体が高値を示し

た．GQ1b と GT1a は糖脂質の一種である．GQ1b は脳

内神経では動眼，滑車，外転神経と視神経の傍絞輪部に

多く含有するといわれている18)
．一方，GT1a に関して

は局在が不明であるが，下部脳神経との関連性が強いこ

とが示唆されている19)
．Fisher 症候群の 80％以上が急

性期に IgG 抗 GQ1b 抗体が陽性だったと報告されてい

る16)
．また，眼球運動障害を伴った Guillain-Barré症候

群と，Fisher 症候群の 90％以上が急性期に血清中 IgG

抗 GQ1b 抗体と抗 GT1a 抗体が高値を示したと報告され

ている17)
．GQ1b の局在を考えると，IgG 抗 GQ1b 抗体

が陽性である症例は，外眼筋麻痺とともに視神経障害も

同様に発症する可能性があると考えられる．以前の報告

は抗ガングリオシド抗体に関して検査を行っていないも

のがほとんどである．しかし，最近の視神経障害を合併

した症例の報告では，Fisher 症候群の症例報告3)8)〜11)な

どや，Fisher 症候群の類縁疾患では，林ら12)の中枢神経

障害を発症した非定型的 Guillain-Barré症候群の症例や

Yuki ら20)の Bickerstaff型脳幹脳炎の症例で，抗 GQ1b

抗体陽性が確認されている．

一方，抗 GT1a 抗体陽性症例では，抗 GQ1b 抗体も陽

性である方が多彩な臨床症状を呈するという報告があ

る21)
．視神経障害の発症には，抗 GQ1b 抗体に加えて抗
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図 3 4月 15日(発症から 3か月後)の眼底写真．

両眼とも視神経乳頭の色調が軽度に蒼白である．



GT1a 抗体など他の因子が関与している可能性がある．

次に本症例で眼球運動障害回復後も内眼筋麻痺が残存

したことに関して考えてみたい．以前から Fisher 症候

群が瞳孔障害を伴うことはよく知られている16)22)〜29)
．過

去の報告では内眼筋麻痺が外眼筋麻痺より早く回復する

傾向にあるが23)27)〜29)
，長期間残存した報告もある22)26)28)

．

長期間残存した症例は全例瞳孔緊張症を呈している22)26)28)
．

本症例も，初期には対光反射も近見反射も消失する絶対

性瞳孔強直を示していたが，視力や眼球運動が回復した

後には近見反射は回復し，しかも tonic な反応を示し，

瞳孔緊張症を呈した．また，0.125％ピロカルピン点眼

試験で両眼とも瞳孔径が 2.5 mmに縮瞳したことから，

過敏性も獲得していた．このように，異常神経支配を示

したことは Fisher 症候群による神経障害が末梢性であ

ることの 1つの根拠になると考えられる．
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